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平成２９年度流山市一般会計予算（可決）
「カジノ解禁に伴う法規制などを定めた実施法案の
策定延期を求める意見書」の提出を求める陳情書（採択）
「共謀罪」の新設に反対する意見書（否決）
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歴史上初の核兵器禁止条約を主題にすえた「国連会議」が始まりました
　

議
員
の
一
般
質
問
の
持
ち

時
間
を
10
分
短
縮
す
る
試
み

が
６
月
議
会
か
ら
は
じ
ま
り

ま
す
。
現
状
で
は
平
均
20
人

が
質
問
し
て
い
る
の
で
２
０

０
分
、
５
人
分
の
質
問
が
な

く
な
る
こ
と
に
、
定
数
を
５

人
減
ら
し
た
こ
と
と
同
じ
で

す
。
人
口
増
と
市
民
要
求
が

渦
巻
く
流
山
市
で
、
市
民
の

声
を
市
政
か
ら
遠
ざ
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
議
員
は
も

っ
と
働
い
て
ほ
し
い
と
の
市

民
の
思
い
と
も
逆
行
し
、
一

番
得
を
す
る
の
は
市
長
で
す
。

内
部
で
意
見
が
分
か
れ
て
い

る
会
派
も
あ
る
中
で
採
決
を

急
ぎ
ま
し
た
。
最
終
的
な
賛

否
の
表
明
で
は
46
％
が
拙
速

な
導
入
に
反
対
し
て
お
り
、

意
見
が
２
分
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
。
議
案
へ
の
態

度
と
は
異
な
り
、
議
会
運
営

の
問
題
で
は
、
あ
く
ま
で
議

会
全
体
が
概
ね
一
致
で
き
る

よ
う
議
論
を
尽
く
す
べ
き
で

す
。

　

森
友
問
題
で
は
政
治
に
お
け
る

『
公
正
・
公
平
』『
情
報
開
示
』
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
安
保

法
制
＝
戦
争
法
の
下
で
派
遣
さ
れ

た
自
衛
隊
は
５
月
の
撤
収
が
決
定
。

治
安
悪
化
と
自
衛
隊
の
安
否
が
心

配
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
国
会
と
国
民

や
地
方
議
会
を
結
び
、
平
和
か
ら

身
近
な
く
ら
し
に
い
た
る
ま
で

様
々
な
課
題
解
決
に
力
を
尽
く
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
３
月
26
日
投
開
票
の
千
葉

県
知
事
選
で
は
、
県
政
史
上
初
、

市
民
と
野
党
の
共
同
で
候
補
者
を

擁
立
。
公
約
実
現
に
共
同
の
輪
を

さ
ら
に
広
げ
る
決
意
で
す
。

　

Ｈ
29
年
度
は
、Ｔ
Ｘ
沿
線
で
の

人
口
急
増
と
多
様
化
す
る
市
民
要

望
、
既
成
市
街
地
で
の
高
齢
化
や

空
き
家
の
増
加
な
ど
山
積
す
る
課

題
に
応
え
た
施
策
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　

し
か
し
、
予
算
の
一
番
の
特
徴

は
小
中
学
校
に
お
け
る
過
大
・
過

密
（
マ
ン
モ
ス
）
校
の
拡
大
で
す
。

き
め
細
や
か
な
教
育
が
困
難
な
ど

教
育
的
支
障
が
文

部
科
学
省
か
ら
指

摘
さ
れ
て
い
る
の

に
、
井
崎
市
長
は
反
省
す
る
ど
こ

ろ
か
、
自
ら
の
施
策
の
成
果
に
胸

を
張
り
、『
受
け
皿
な
き
』
人
口

誘
致
の
継
続
に
固
執
し
続
け
て
い

ま
す
。

　

そ
の
他
、Ｔ
Ｘ
沿
線
の
大
規
模

開
発
は
最
優
先
す
る
一
方…

①
市
債
は
５
０
０
億
円
を
超
え
史

上
最
高
を
更
新
中
で
あ
る
こ
と
。

②
積
立
金
は
１
１
５
億
円
か
ら
57

億
円
へ
半
減
す
る
と
と
も
に
、

焼
却
場
な
ど
必
要
な
施
設
更
新

へ
の
積
立
が
不
十
分
な
こ
と
。

③
築
30
年
余
の
保
健
セ
ン
タ
ー
や

市
役
所
第
１
庁
舎
の
大
規
模
改

修
が
未
実
施
な
ど
老
朽
化
が
進

行
し
て
い
る
こ
と
。

④
市
職
員
数
の
慢
性
的
不
足
と
団

塊
世
代
の
大
量
退
職
に
対
策
が

打
て
て
い
な
い
こ
と
。

⑤
際
限
な
い
民
間
委
託
で
低
賃
金

短
時
間
労
働
が
公
共
サ
ー
ビ
ス

に
蔓
延
し
て
い
る
こ
と
な
ど
深

刻
な
課
題
へ
の
手
立
て
が
取
れ

て
お
ら
ず
、
市
民
生
活
置
き
去

り
の
市
政
運
営
は
許
さ
れ
ま
せ

ん
。

平
成
29
年
度
予
算
に
反
対

市
民
置
き
去
り
は
許
せ
ま
せ
ん

人
口
急
増・街
の
変
化
、公
共
施
設
老
朽
化

願いにこたえる政治を願いにこたえる政治を 日　本
共産党

保育、学校、介護、医療…
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議
員
の
一
般
質
問
10
分
削
減

市
民
と
市
政
の
パ
イ
プ
を
細
め
る
行
為
で
す
。

市
民
と
市
政
の
パ
イ
プ
を
細
め
る
行
為
で
す
。

市
民
と
市
政
の
パ
イ
プ
を
細
め
る
行
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で
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身
近
な
要
求
実
現

徳
増
き
よ
子

就
学
援
助
の
入
学

準
備
金
２
月
支
給
に

植
田
　
和
子

江
戸
小
、念
願
の

洋
式
ト
イ
レ
増
設

小
児
救
急
医
療
へ
の

助
成
金
を
増
額いぬ

い
紳一郎

お
お
た
か
の
森
小
中
学
校

エ
ア
コ
ン
設
置
へ
設
計
開
始

小
田
桐
た
か
し

　　昨年、家庭ゴミ収集の委託業者に「事業系
ゴミ等を家庭ゴミに混ぜている」との告発を受
け日本共産党が独自調査を実施、徹底調査を求
めました。その後、市の抜き打ち調査で、あっ

てはならないゴミ混在が発覚。
行政「指導」となりました。しか
し、ごみ処理の取扱い許可を取
り消されるような事態にもかか
わらず、行政「指導」にとどめ

た背景は、委託
料の大幅削減を
優先させた市政
経営にあります。

不正許さず追及不正許さず追及

　歴史上初めて、核兵器禁止条約を正面の主題に
すえた「国連会議」が行われました。
　唯一の被爆国である日本政府が交渉への不参加
を表明。一方、日本共産党は志位和夫委員長が「市
民社会」の代表の一人として演説を行いました。
　３月議会では「核兵器禁止を求
める『ヒバクシャ国際署名』に市
長としてすでに署名した」との答
弁がありました。
　「核兵器のない世界」の実現は
みんなの願いです。日本共産党は
引き続き力をつくします。

　

教
員
の
長
時
間
過
密
労
働

が
慢
性
化
す
る
も
と
、
一
人

ひ
と
り
の
子
ど
も
に
目
が
行

き
届
く
よ
う
に
と
、
こ
れ
ま

で
は
過
大
・
過
密
校
の
解
消

に
努
力
し
て
き
た
流
山
市
。

し
か
し
、
井
崎
市
長
が
人
口

誘
致
に
力
を
入
れ
て
以
降
、

過
大
・
過
密
校
が
次
々
生
み

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
設
小

学
校
を
建
設
し
て
も
Ｈ
34
年

度
に
は
、小
山
小
学
校
に
３
・

８
校
分
、
お
お
た
か
の
森
小

学
校
に
３
・２
校
分
の
児
童
を

詰
め
込
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
一
人
ひ

と
り
の
子
ど
も
に
向
き
合
い
、

寄
り
添
う
学
校
環
境
の
実
現

目
指
し
、
過
大
・
過
密
校
の

解
決
に
大
き
く
舵
を
切
る
よ

う
提
起
し
ま
し
た
。

　
「
母
に
な
る
な
ら…

」
と

の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
は
裏

腹
に
『
保
育
所
落
ち
た
』
と

い
う
パ
パ
や
マ
マ
が
続
出
。

昨
年
４
月
の
待
機
児
１
４
６

人
を
今
年
は
下
回
る
も
の
の
、

「
ゼ
ロ
」
と
は
ほ
ど
遠
い
事

態
で
す
。

保
育
料
値
上
げ
強
行

　

ま
た
、
近
隣
市
で
は
唯
一
、

保
育
料
値
上
げ
を
強
行
。
影

響
額
は
総
額
２
億
２
千
万
円

に
も
な
り
ま
す
。「
保
育
料

の
地
域
差
、
５
倍
近
く
。
３

歳
未
満
の
最
高
額
は
千
葉
県

流
山
市
」（
15
年
11
月
29
日
、

日
経
）
と
い
う
現
状
を
、
さ

ら
に
ひ
ど
く
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

学
童
ク
ラ
ブ
を
視
察

　

日
本
共
産
党
は
、
学
童
ク

ラ
ブ
の
生
活
環
境
改
善
を
求

め
市
内
施
設
を
視
察
。
子
ど

も
の
人
権
に
配
慮
さ
れ
た
施

設
整
備
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
事
業
を
担
う
民
間
事
業

者
と
は
専
門
性
の
担
保
や
継

続
性
の
難
し
さ
等
を
共
有
し

ま
し
た
。

　

今
議
会
に
は
国
や
県
へ
の

意
見
書
を
発
議
し
、
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

３
月
議
会
で
日
本
共
産
党

は
在
宅
を
さ
さ
え
る
医
療
・

介
護
の
連
携
に
つ
い
て
質
問
。

政
府
は
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」
を
展
望
し
て
い
ま

す
が
、
流
山
市
は
在
宅
医
療

の
現
状
す
ら
把
握
で
き
て
い

ま
せ
ん
。「
病
院
か
ら
在
宅

へ
」
の
流
れ
が
強
ま
っ
て
お

り
、
在
宅
を
さ
さ
え
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
は
急
務
で

す
。
行
政
や
医
療
・
介
護
関

係
者
、
市
民
と
力
合
わ
せ
、

年
を
と
っ
て
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
流
山
市
の
実
現
に
力

を
つ
く
し
ま
す
。

ゴミ収集

過
大・過
密
校
の
解
消
を

過
大・過
密
校
の
解
消
を

過
大・過
密
校
の
解
消
を

在
宅
を
さ
さ
え
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を

在
宅
を
さ
さ
え
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を

在
宅
を
さ
さ
え
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を

医療
介護

学校

「
保
育
所
落
ち
た
」を
な
く
せ

保
育
の
質
の
向
上
と一体
で

「
保
育
所
落
ち
た
」を
な
く
せ

保
育
の
質
の
向
上
と一体
で

「
保
育
所
落
ち
た
」を
な
く
せ

保
育
の
質
の
向
上
と一体
で

保育

日本共産党
切実な願いにこたえる切実な願いにこたえる切実な願いにこたえる

4議席4議席4議席
　
人
口
急
増
に
よ
り
、
子
育
て
支
援
と
高
齢
化
対
策
を
同
時
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
流
山
市
。
３
月
議
会
で
日
本
共
産
党
は
、
難
し
い
課
題
を
抱
え
た
市
政
に
、

市
民
の
願
い
を
届
け
、「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
に
と
迫
り
ま
し
た
。

市議会議員市議会議員市議会議員 市議会議員

徳増きよ子小田桐たかしいぬい紳一郎 植 田 和 子
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